
 

 

税収確保の取組みと成果 

～多重債務者救済効果も～ 

 

市では、景気の低迷などの影響を受けて税収が落ち込む中、税の公平性と自主財源の

確保を図るため、滞納者に対しては差押えなどの滞納処分を強化してきた。その取組み

と成果を報告する。 

 

１．税収確保の取組み 

○平成１８年度から、ヤフーのシステムを利用して、差押えた動産、自動車のインタ

ーネット公売を始めている。 

※平成２１年度第１１回公売(平成２２年３月初旬)までで、連続２８回の参加と

なり、この連続参加回数は全国４位に入っている。 

○多重債務が原因で滞納している方も多いため、平成２０年度からは、納税相談の際

に多重債務に関する相談にも応じ、くらしの相談室と連携を図りながら、滞納者の

生活再建と税の滞納解消を進めてきた。 

チラシ配布や聞き取りなどによる多重債務者の掘り起こしも行っている。 

○平成２１年度は、平成２１年７月～９月、平成２２年１月から３月までを税収確保

重点期間として取り組んだ。 

 

２．滞納処分による差押実績 

（１）差押財産 

・債権（預金、生命保険、給与、売掛金、家賃、還付金など） 

・不動産  ・自動車  ・動産 

 （２）過去 4 年の滞納処分(差押)件数               〔単位：件〕 

Ｈ１８年度 Ｈ１９年度 Ｈ２０年度 Ｈ２１年度 計 

 ２１２ ２６１ ３８５ ４２２ １，２８０ 

 

３．インターネット公売実績 

（１）インターネット公売最高額（平成１８年度第７回公売） 

公売内容 公売金額 

トラック、軽自動車、絵画、工芸品、ギター、 

有田焼絵皿、掛軸、ショーケースなど２３点 
１，４８４，２９１円 
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（２）平成１８年度～平成２１年度 公売(売却)実績 

                              〔単位：件、千円〕 

 Ｈ１８年度 Ｈ１９年度 Ｈ２０年度 Ｈ２１年度 計 

件 数 ９３ ２１６ １４８ １１３ ５７０ 

金 額 ３,２４１ ３,７０２ ２,８６０ ３,９７０ １３,７７３ 

 

４．多重債務相談による過払い金返還実績 

   平成２０・２１年度に多重債務の相談を受けた方の中で過払い金返還を受けた人

は１６５人、返還金総額は約３３７,０００千円になり、そのうち８９,８２８千円

が滞納税に充当された。 

   また、国民健康保険の適用条件の向上(税金滞納により、国民健康保険の給付制

限を受けていたのが改善された)につながった件数も５５件あった。  

   〔給付制限改善例〕 

○国民健康保険税の滞納により保険証期限が短い保険証を交付されていた人が、

一般的な有効期限１年間の保険証となった。 

○国民健康保険税の滞納により、受診時医療費を一旦全額負担しなければならな

い資格証(後日返金有り)の人が、一般的な受診時３割負担の保険証となった。 

 

                              〔単位：人、千円〕  

 Ｈ２０年度 Ｈ２１年度 合計 

相談者数 
 １４１ ７７ ２１８ 

人 数 ８０ ８５ １６５ 過払い

金返還 
返還額 

１１２,４８２ ２２４,５５７ ３３７,０３９ 

過払い金返還による

税充当額 ３７,７４４ ５２,０８４ ８９,８２８ 

 上記のうち国保

税充当額 １７,５２９ ２５,８２２ ４３,３５１ 

過払い金による 

滞納税完納者数 ３８ ５６ ９４ 

※平成２１年度の過払い金返還人数が平成２１年度の相談者数より多いのは、

平成２０年度に相談を受け、平成２１年度に過払い金の返還が行われた場合

があったためである。（債務整理期間は平均４～６カ月かかる) 

 

〔問合せ〕豊岡市市民生活部税務課℡0796－23－1118 


